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黴 毒 家 兎 睾 丸 ニ 對 ス ル 鼠 咬 症 「ス ピ ロ

ヘ ー タ」療 法 ノ影 響 ニ就 テ

附.麻 痺 性 癡 呆 發 熱 療 法 ノ解 剖學 的

根 據 ニ就 テ ノ考 察

岡山醫科大學精神病學教室(主 任林教授)

醫學士　 須 藤 五 一 郎

緒 論

私ハ 「マラ リア」接 種 ニヨ リ何 ガタ メニ麻痺 性癡 呆 ガ治癒 ニ赴 クカヲ知 ラ ンガタ メ,「 マラ リ

ア」療法中 ニ斃 レタ解 剖例4例 ニ就 テ,ソ ノ組織學 的檢索 ヲ行 ヒ發熱4囘 ニ シテ「ス ビロへー タ」

ヲ發見 シ得ナカ ツタ ノデ,「 マラ リア」療法 ハ「ス ピロへータ」ソノモノヲ死 滅 セ シメル モノデ ア

ル ト云 フ結論 ニ到達 シ,曩 ニ發表 シタ コ トガアツ タ.

只 當時私 ノ密 カニ 遺憾 トシタ コ トハ,ソ コニハ 「スピロへータ」 ガヰナ イ ト云 フ,云 ハバ

negativノ 所 見 デ,直 接positivニ 「ス ピロへータ」ガ破 壊 シ,融 解 スル ト云 フ様 ナ組織 像 ニ接

スルコ トガ出來ナ イ點 デアツタ.シ カ シ,ヨ キ實例 ノ蓄積 ヲ待 ツコ トハ容易 デナ イノ デ,私 ハ

進 ンデコ レヲ實驗 ニヨツテ解決 セ ン トシタノデアル.コ ノタ メニ私 ハ實驗黴毒 ノ研究 ニ普 通 ニ

使用 セラルル家兎睾丸黴毒 ニ對 シテ,我 教室 ノ伊原氏 ノ發案 ニカカル發熱療 法 ノ一種 ナル鼠咬

症「ス ピロヘータ」接種療法 ガ如何 ナル影響 ヲ及ボ スカ,殊 ニ「ス ピロへー タ.パ リダ」ニ對 シテ

如何ニ働 クカヲ決定 セム ト企圖 シタ次 第 デアル.

實驗的家兎睾丸徽毒ニ就テ

私ノ本來ノ實驗成績ヲ述ベル前ニ私 ノ使用シタ家兎黴毒睾丸 ノ概略ヲ述べテオカウ.

試驗動物 トシテハ成熟家兎 ノ睾丸 ノ特 ニ大ナルモノヲ選 ンダ.コ レニ我教室ニ於テ繼續移植 シ來ツタ黴

毒「スピロへータ」株,即 チ一定ノ臨牀的症状ニ達シタ實驗黴毒家兎睾丸組織ヲ深部 ヨリ剔出シ,兩側睾丸皮

下ニ移植シタ.コ ノ際接種材料ハナルべク小片 トシテ,ソ ノ4-5箇 ヲ睾丸皮下ヲ十分剥離 シタル後ニ接種

シタ,尚 ホ時ニハ,黴 毒睾丸ノ乳劑ヲ作 リ,ソ レヲ注射器ニ吸入シテ皮下ニ注入シタ.即 チ本實驗ニ際シナ

ルべク大ナル黴毒睾丸ヲ得ントシタノデアル.

實驗家兎睾丸黴毒ニ關シテハ,古 來非常ニ多クノ研究ガアリ,臨牀的觀察及ビ「スピロヘータ」ノ消長 ニ就

テハ一致 シナイ點ガカナリ多イ.シ カシナガラ,私 ハ コノ様ナ差異ノ多イノハ畢竟 ソノ目的ニヨリ大小 ノ區

別ナク觀察シタカノ様ニ思ハレタ.私 ハ自分 ノ研究ニ際シ,特 ニソノ點ヲ顧慮シ,硬 結 ノ太サ2cmニ 達セ

ザルモノハコレヲ棄テ,ソ レ以上 ノ腫大ヲ呈セルモノニ就キ,ソ ノ臨牀的觀察ヲ巡ラスト共ニ,「スピロヘー
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タ」ノ所見ヲ組織學的ニ檢索 シタ.季 節的差異アルコトハ勿論顧慮 シタノデアル.今 ソノ臨牀的經過ニツキ

從來 ノ文獻ニ現 レタ代表的成績 ト私 ノソレトヲ比較シテ見ル ト第1表 ニ示ス様デアル.

第1表

即 チ私 ノ實 驗 ニ於 テ ハ,移 植 後 約3-4週 間 位 ノ潜 伏 期 ヲ經 テ發 展 期 トナ リ,硬 結 ハ周 圍,深 部兩 方 面 ニ向

ツテ 増 大 シ,ソ ノ極 期 迄 ニハ4-6週 間 ヲ要 シ タ.極 期 ハ6-8週 間 ニ シテ 次 ノ治 癒 期 トナ リ,約2-3週 間

ニ シテ多 クハ 上 方 ノ痂 皮 ガ脱 落 シ,漬 瘍 ヲ形 成 シ,漸 次 ソ レガ搬痕 治癒 ニ赴 ク ノデ ア ル.即 チ 全 經過 ニ於 テ

3-4箇 月 ヲ要 シ タ ノデ ア ル.

カ カ ル睾 丸 ニ就 キ,ソ ノ邊 縁 ヨ リ小 片 ヲ ト リ, Dieterle氏 法 ニ ヨ リ「ス ピ ロヘ ー タ」染 色 ヲ行 ツテ見 ル ト,

移 植 後 約2箇 月 半 頃 迄 ハ標 本 ノ至 ル ト コロ ニ定 型 的 ノ「ス ピ ロ ヘ ー タ」ヲ多 數 ニ見 ル コ トガ出 來 ル.只 壊死

部 ニハ 少 シク變 形 シ タモ ノ ガ認 メ ラ レル.ソ ノ後 極 期 ノ中頃 ヨ リ漸 次 「ス ピ ロ ヘー タ」ガ 變形 シ始 メル ガ治

癒 期 ノ最 後 ニ至 ル迄,少 數 ナ ガ ラ,イ ツモ檢 出 シ得 タ.

以 上 ノ様 ニ シテ 私 ハ 直 徑2cm以 上 ノモ ノハ3-4箇 月 間 ハ ドウ シテ モ吸 收 サ レズ,存 在 シ得 ル コ トヲ我 教

室 ノ菌 株 ニ就 テ確 信 ス ル コ トガ 出 來 タ ノ デ,丁 度 ソノ位 ノモ ノ ニ ツキ 實 驗 ヲ行 ツタ ノデ ア ル.

實 驗 方 法 及 ビ文 獻

實驗方法 トシテハ嘗テ我教室デ伊原氏ガ鼠咬症「スピロヘータ」ヲ實際上治療方法 トシテ創始シタソノ結

果ニ基ヅキ,前 述 ノ如キ家兎睾丸黴毒ニ對シ,鼠 咬症療法ヲ行 ツテ見 タ.

カクノ如キ實驗的家兎黴毒ニ對スル發熱療法 ノ效果ニ就テ ノ丈獻ヲ顧 ミテ見ルトソノ報告ハ意外ニ寡イ.

 1919年Weichbrodt u. Juhnelハ 實 驗的家兎黴毒ニ就テ,動 物 ヲ41℃-43℃ ノ定温器内ニ置クコト30分 間

ヅツ, 1日2囘 ナル時ハ體温ハ42℃ ヲ越エ,コ レヲ連續反覆スル時ハ3-5週 間 ニシテ硬性下疳ノ治癒スル

コトヲ述ベテヰル. Schamberg and Buleハ 黴毒接種後3-4日 ヨリ家兎ヲ45℃ ノ温度ニ15-20分 間連日

9囘 以上浸ス時ハ,對 照動物 ト異 リ1ツ モ感染スルモノガナイ ト云フテ乎ル.尚 ホ私ハコノ實驗 ノ途中,高

木博士 ノ論文 ノ發表セラルルニ遭遇 シタ.博 士 ノ研究ニヨレバ45℃-50℃ ノ定温電熱器内ニ病變旺盛期ノ

睾丸黴毒ヲ有 ス家兎 ヲ1日1時 間宛7日 間連續的ニ入 レテ置クト,無 處置 ノ家兎ニ比シ局所症状ハ著シク

急速ニ癒エタルヲ認 メ,尚 ホ「ヌクレイン」酸曹達 ヲ隔日1囘 靜脉内ニ注入スルコト7囘 ノ後治癒 ヲ來シテ

ヰル.又 鼠咬症 「スピロへータ」ヲ黴毒接種後30日 ヲ經 タルモノニ,病 竈局所ニ接種シ,第6日 目ニ熟發作

ヲ來 シ,爾 來急頓 ニ病變治癒 ニ赴 キ3週 間ニシテ局所症状ガ消失 シ,血管内及ビ腹壁皮内ニ接種 シタ時モ同

様ノ成績ヲ擧ゲテヰル.尚 ホソノ病竈治癒ハ熟發作ノ顯著デナイ時ニハ遲延 スル ト云ツテヰル.

私 ノ採ツタ鼠咬症「スピロヘータ」ノ接種方法 トシテハ,豫 メ該「スピロヘータ」ヲ接種 シタ「マウス」ヨリ
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採血シ,暗 視野裝置ヲ以テ血液中ニ「スピロヘータ」ヲ確認 シタル後,「 マウス」ノ尾尖ヲ切斷 シ,斷 端 ヨリ出

ヅル血液10-20滴 ヲ無菌的食鹽水5ccヲ 入 レタル注射器中ニ吸入スルカ,或 ハ「マウス」ノ胸廓ヲ開キ,約

0.5ccノ 血液ヲ前述 ノ注射器ニ吸入シ,ヨ ク混和 シテ睾丸黴毒 ヲ有ス家兎ノ耳靜脉内ニ注射シタ.

カクノ如ク處置シタ家兎睾丸ニ就キ,私 ハ1側 ハソノ臨牀的經過 ヲ觀察スル ト同時ニ,他 側ヨリハ ソノ邊

縁ヨリ發熱前及ビ發熱後一定 ノ時期ヲ置イテ小片ヲ切除 シ,コ レヲ「フオルマリン」固定ヲナシ,凍結標本ヲ

作リ,コ レニ「ヘマトキシリン.エ オジン」重複染色及ビ上述 ノDieterle氏 「スピロヘータ」染色法ヲ試 ミタ.

「スピロヘータ」染色ニ際シテハ,同 一ノ睾丸 ヨリトツタ切片ヲ同時ニ,同 ジ條件 ノ下 ニ處置スル様ニシタ.

對照 トシテハ毎常上述 ノ治療ヲ施 シタ家兎 ト同時ニ黴毒ヲ接種 シタモノニツキ觀察シタ.

實 驗 成 績

第1實 驗例:家 兎番號407號.

30/IV:黴 毒接種.

7/VI:睾 丸大キサ3.0cm-4.0cm.硬 結著明.

組 織學的所 見

皮下結締織ハ急激ニ増大セル粘液様組織 ノタメニ上方ニ壓排サレタカノ如キ觀ヲ呈シ,細 胞滲潤稽 々強

ク,殊 ニ血管ノ周圍ニ於テ著明デアル.血 管ハ著 シク充血シ,時 ニ溢血ヲ見ル.粘 液様組織 ノ形成ハ非常 ニ

旺盛デアル.

「ス ピロへー タ」所 見

標本 ノ全體ニ亙 ツテ無數ニ定型的ノ「スピロヘータ」ヲ認メ,且 細胞滲潤ノ著シイ部分ニハ既 ニ弱擴大デ

檢出シ得 シ程ニ密集シテヰル.

7/VI:鼠 咬症「スピロヘータ」接種.

第1囘 發熱:自10/VI至16/VI:最 高温度41℃.弛 張熱.

11/VI:(發 熱後2日 目)

睾丸ノ大キサハ前 ト殆 ド同様デアルガ,硬 結ガ増加 シ上部ニ壌死セルー部ヲ認 メ,該 部ハ濕潤ス.

組 織學的所 見

粘液樣組織ノ形成増大 シ,細 胞 ノ滲潤モ亦増加 シテヰル.殊 ニ上皮下ニ多イガ,粘 液樣組織ヨリ進 ンデ筋

層ニ迄及ビ,筋 束 ヲ分離 シテヰル.上 部ニ壞死セル一部ヲ見ル.

「ス ピロへータ」所 見

多數ニ見ラレルガアルモノハ既ニ著 シク濃染 シ,屈 曲少ク,或 ハ棒状 トナツタモノ,顆 粒状ニナツタモノ

ガ見ラレル.

16/VI:(發 熱後7目 目)

睾丸大キサ3.5cm-3.2cmト ナ リ,硬結稍々減少 シ,且 表面乾燥シ始ム.

組織學 的所 見

粘液様組織ハ縮小シ始メ,細 胞滲潤減少ス.上 方 ノ壊死部ハ稍々増大 シ,核 ノ崩壞セルモノヲ認 メ,分 界

炎ガ稍々明トナル.
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結締織細胞ガ増殖 シ下方 ヨリ血管ノ新生セル像 ヲ認ム.

「スピロへータ」所 見

壞死部ト粘液樣組織 ノ中間デ未ダ全ク壞死 セザル部分ニ限局性ニ存在スルガ,既 ニ崩壞ニ傾キ,或 者ハ濃

染 シ,或 者ハ顆粒状若シクハ絲屑樣 トナル.

19/VI:(發 熱後10日 目)

睾丸大キサ3.0cm-2.5cm.硬 結大イニ減退ス.

組 織 學的所 見

粘液樣組織ハ大イニ縮小 シ,滲 潤細胞稍々著明デアル.結 締織細胞増加シ,一 般 ニ細胞豐富 トナル.壊 死

部ニ於ケル核崩壞ハ進捗ス.

「ス ピロへー タ」所 見

細胞滲潤部ニ限局性ニ少數見ラルルモ,殆 ド崩壞 シテヰル.

第2囘 發熱:自21/VI至22/VI.

25/VI:(發 熱後17日 目).死 亡.

睾丸大キサ2.5cm-2.8cm.乾 燥 著明.

組織 學 的所 見

粘液様組織ハ大部分消失シ,細 胞滲潤モ著 シク減少シ,結 締織細胞 ノ増殖ガ盛デアル.

「ス ピロへー タ」所 見

陰性.

第2實 驗例:家 兎番號381號.

3/VI:黴 毒接種.

3/VII:睾 丸大キサ2.0cm-1.5cm.硬 結稍々著明.

組 織學的所見

上皮下ニ於ケル細胞滲潤ハ健康部ヨリ硬結ノ中央ニ行 クニ從 ツテ次第ニ増加 シ,移 行部ニ於テ最モ著明

デアル.上 皮 ノ破壞セル部ニ至 ルト,多 數ノ核崩壞ガ見 ラレル.粘 液樣組織ノ形成ガ旺盛デ互ニ壓排シテソ

ノ境界及ビ血管周圍ニモ多數ノ細胞滲潤ガ見 ラレル.

「ス ピロへー タ」所 見

標本全體特ニ移行部ノ上皮下及ビ粘液様組織ノ界ニ定型的「スピロヘータ」ヲ無數ニ發見ス.

3/VII:鼠 咬症「スピロヘータ」接種.

第1囘 發熱:自10/VII至12/VII:最 高温度41.5℃.弛 張熱.

12/VII:(發 熱後3日 目)

睾丸大キサ2.3cm-1.5cmト ナ リ硬結増加ス.

14/VII:(發 熱後5日 目)

睾丸大 キサ1.8cm-1.5cmト ナ リ,硬 結ハ減少 シ乾燥 シ始ム.
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組 織 學的所 見

上方ニハ猶ホカナリ著シイ細胞滲潤ガアリ,所 々ニ出血竈ヲ認 メル.滲 潤細胞ニハ崩壞ガ著明デアル.分

界性肉芽炎ヲ隔テテ粘液樣組織ニ移行スルガ,コ ノ部ニハ既ニ結締織細胞 ノ増殖ヲ認メル.

「ス ピロへー タ」所見

滲潤ノ著明ナ部分ニハカナリ多 クノ「スピロヘータ」ヲ見ルガ既ニ崩壊ニ傾 ク.粘 液樣組織部ニハ「スピロ

ヘータ」ト思ハ レル絲屑樣 ノモノヲ少數認メル.

第2囘 發熱:自15/VII-至20/VII.稽 留 熱.最 高温度41.2℃.

20/VII:(發 熱後11日 目)

痂皮脱落シ,周 圍ニ少 シク硬結ヲ殘スノミ.

組 織學的所 見

細胞滲潤ハ著シク減少 シ,主 トシテ血管周圍ニ集合 シテヰル.粘 液様組織モ亦縮小シ,結 締織細胞及 ビ血

管ノ増殖ガ益々旺盛 トナル.

「スビロへータ」所 見

陰性.

第3實 驗例:家 兎番號382號.

21/V:黴 毒接種.

14/VI:睾 丸大キサ1.8cm-2.0cm.硬 結 著明ニシテ,中 央部ハ潰瘍 ヲ作ル.

組 織學的所 見

上皮下ニ於テハ細胞滲潤即チ淋巴球,「プラスマ」細胞, Makropbugen,「 エ オジン」嗜好性白血球,單 核及

ビ多核白血球ガ著明ニ現ル.ソ ノ下部 ノ粘液樣組織 ノ形成又旺盛デアル.該 組織内ニモ所々血管ノ周圍ニ細

胞ノ滲潤ガ見ラレル.上 皮ノ一部ハ壞死ニ陥 リ破壊サ レタ部分ガアル.

「スピロへー タ」所見

至ル所ニ定型的ノモノガ無數ニ見 ラレルガ,殊 ニ上皮下デ壞死組織ニ近 イ所及ビ粘液様組織ノ壊死部 ニ

接スル部分デ血管ノ充盈著シイ所ニ多イ.

14/VI:鼠 咬症「スピロヘータ」接種.

第1囘 發熱:自22/VI至23/VI.弛 張熟.最 高温度410℃.

25/VII:(發 熱後4日 目)

睾丸大キサ1.8cm-2.5cmニ シテ硬結稍々増加ス.

組織學的所 見

上皮及ビ皮下結締織 ノ細胞滲潤益々著明 トナリ,ソ ノ部ニ所々溢血ガアル.粘 液樣組織 ノ増大モ著明ニシ

テ,壞 死組織ノ中及ビ周圍ニ血管ノ新生充盈ガ強勢 トナリ, Makrophagenガ 増殖 シテヰル.

「スピロへータ」所 見

多少減少シ主トシテ上皮下 ノ細胞滲潤帶ニ密集 シ,皆 崩壞ニ傾イテヰル.

第2囘 發熱:自26/VI至28/VI.弛 張熱.
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29/VI:(發 熟後8日 目)

睾丸大キサ1.5cm-2.0cm.硬 結減少シ乾燥著明 トナル.

組織 學的所見

上皮下ノ細胞滲潤ハ減少シ,コ レニ代 ツテ結締織細胞 ノ増殖著明 トナ リ,病勢 ノ盛ナ上皮ノ破壞サレタ部

分 ニモ結締織細胞ノ増殖旺盛デ,ソ ノ中ニ崩壞シツツアル多數 ノ滲潤細胞ガ見ラレル.

「ス ピロへー タ」所 見

多クハ破壞セラレテ顆粒状,絲 屑樣 トナ リ,時 ニ濃染セルモノ,棒 状ノモノヲ發見スル.

第3囘 發熱:自1/VII至3/VII.稽 留 熱.

3/VII:(發 熱後12日 目)

睾丸 ノ大キサ1.5cm-1.8cm.硬 結著明ニ減少 シ,乾 燥亦強クナル.

組 織學 的所見

細胞滲潤ハ益々減少 シ,コ レニ代 ツテ結締織ノ増殖著明 トナ リ,粘 液樣組織ハ次第 ニ縮小シテヰル.猶 ホ

ソレト上皮下ノ境界ニ分界性肉芽組織ガ認メラレル.

「ス ピロへー タ」所 見

分界性肉芽組織中ニ集團ヲナシタ「スピロヘータ」ノ外ニ,他 ノ部分ニモ少數ニ發見セラレルガ,多 クハ濃

染 シ或ハ染色不良 トナリ,顆 粒状,絲 屑樣 トナル.結 締織細胞 ノ増殖セル部ニハ コレヲ認ムルコトガ出來ナ

イ.

第4囘 發熱:自11/VII至15/VII.弛 張熱.最 高温度41.3℃.

13/VII:(發 熱後22日 目)

睾丸大キサ1.2cm-1.5cm.硬 結 ハ益々減少シ,殆 ド痂皮 ノミトナル.

組 織學 的所見

分界性肉芽組織ハ益々増大シ,粘 液樣組織ハソノ下部ニ一小部分見ラレル.結 締織細胞 ノ増殖ガ旺盛デア

ル.

「ス ピロへータ」所見

益々減少シ,只 僅ニ分界炎中ノ血管 ノ周圍ニソノ破壞セルモノヲ見ルノミデアル.

14/VII:(發 熱後23日 目)

痂皮脱落 シ潰瘍 トナル.

17/VII:(發 熱後26日 目)

潰瘍ハ乾燥 シ瘢痕治癒ス.

組 織學 的所 見

結締織ハ著 シク増殖シ上皮デ被ハレ,細 胞滲潤 ヲ認メナイ.

「ス ピロへータ」所見

陰性.

16



黴毒家兎睾丸ニ對スル鼠咬症「スピロヘータ」療法 ノ影響 ニ就テ 2769

第4實 驗 例:家 兎 番 號386號.

28/V:黴 毒 接 種.

23/VI:睾 丸 大 キサ2.5cm-1.8cm.硬 結 著 明 ニ シテ,表 面 ニ少 シ潰 瘍 ヲ形 成 シ,ソ ノ部 濕 潤 ス.

組 織 學 的 所 見

上 皮 下 ノ細 胞 滲潤 ハ 著 明 ニ シテ,粘 液 樣組 織 中 ノ血 管周 圍 ニ モ亦 著 明 ノ滲 潤 ガ見 ラ レル.破 壞 サ レタ上 皮

下 ノ滲潤 細胞 バ 一部 崩 壊 ニ傾 ク.充 血,溢 血 ヲ所 々 ニ認 ム.

「ス ピ ロ へ ー タ 」所 見

壞 死 ニ傾 ケル部 分 ニ特 ニ多 ク見 ラ レ,且 盛 ニ分 裂 増 加 ス ル 像 ヲ認 メル.

23/VI:鼠 咬 症「ス ピ ロ へ ー タ」接 種.

第1囘 發 熟:自3/VII至4/VII.弛 張 熱.最 高 温 度41.5℃.

4/VII:(發 熱後2日 目)

睾丸 大 キ サ2.5cm-2.2cm.硬 結 稍 々 増 加 ス.

6/VII:(發 熱後4日 目)

睾丸 大 キ サ2.0cm-1.8cm.硬 結 稍 々減 少 シ,漬 瘍 ノ部 ハ 乾 燥 シ始 ム.

組 織 學 的 所 見

上皮 下 ノ細 胞 滲 潤 ハ多 少 減 少 シ,ソ ノ代 リニ粘 液 樣 組 織 内 ノ滲 潤 ガ著 シ ク増 加 シテ ヰ ル.

「ス ピ ロ へ ー タ 」所 見

既 ニ崩壞 シ始 メ珠 數 状,棒 状 ニ變 形 シ タモ ノヲ多 ク發 見 ス ル.

9/VII:(發 熱 後7日 目)

睾丸 大 キサ1.8cm-1.5cm.硬 結 ハ減 少 シ,乾 燥 稍 々 著 明 デ ア ル.

第2囘 發 熱:自10/VII至13/VII.弛 張 熱.最 高温 度41.2℃.

12/VII:(發 熱 後10日 目)

睾 丸大 キサ1.5cm-1.2cm.硬 結 著 シ ク減 退 シ,上 部 ノ痂 皮 全 タ乾 燥 ス.

組 織 學 的 所 見

上皮下ノ細胞滲潤ハ非常ニ減退 シ,分 界性肉芽組織ガ増殖シテヰル.粘 液樣組織ハ大部縮小 シテヰタ.

「スピロへー タ」所 見

分界炎 ノ附近ニ見ルノミニシテ,多 クハ變形シテ,顆 粒状,絲 屑様 トナル.

第3囘 發熱:自13/VII至19/VII.弛 張熱.最 高温度41.6℃.

16/VII:(發 熱後14日 目)

痂皮ノ脱落セルヲ見タ.

組織學 的所見

上皮下ノ細胞滲潤ハ益々減少 シ,結 締織細胞 ノ増殖ガ盛デアル.

「ス ピロヘータ」所見

陰性.
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第5實 驗例:家 兎番號492號.

28/X.黴 毒接種.

6/XII:睾 丸大キサ3.2cm-2.8cm.硬 結著明.

組 織學 的所見

上皮下 ノ細胞滲潤ハ相當 ニ強 タ,ソ ノ下部ニハ粘液様組織 ノ形成旺盛ナル タメニ上方ニ壓排セラレテ帶

状ヲナス.細 胞滲潤ハ猶ホ帶状ニ筋層迄達 シ,筋 束ヲ斷裂セシメテヰル.上 皮壊死部ニ於テハ分界性肉芽組

織ノ形成ヲ見ル.

「ス ピロへータ」所 見

無數ノ定型的「スピロヘータ」ガ見ラレ,殊 ニ分界性肉芽組織部ニ多イ.

6/XII:鼠 咬症「スピロヘータ」接種.

第1囘 發熱:自12/XII至18/XII.稽 留 熱.最 高温度41.3℃.

19/XII:(發 熱後8日 目)

睾丸大キサ30cm-3.0cm.硬 結 減少シ表面乾燥ス.

組 識學的所見

上方ニ僅ニ壊死部ヲ認メル.粘 液樣組織ハ分界炎 ノタメニ上下2部 ニ分割サレテヰル.一般 ニ細胞滲潤ハ

減少シテヰル.猶 ホ下方ニハ結締織細胞ガ盛ニ増殖シ,新 生血管 ノ増殖モ亦著明ニシテ,何 レモ充盈シ,コ

レニ沿フテ細胞滲潤ガ見 ラレル.猶 ホ所々ニ溢血ガ見ラレル.

「ス ピロへータ」所 見

一般ニ染色カ大イニ衰 へ,顆 粒状,絲 屑様ニ崩壊シタモノガ,カ ナリ多ク見 ラレル.

22/XII:(發 熱後11日 目)

睾丸大キサ2.8cm-3.0cm.痂 皮大イニ乾燥シ,硬 結著 シク減退ス.

27/XII:(發 熱後16日 目)

睾丸大キサ2.0cm-1.5cmト ナ リ,痂 皮全ク乾燥ス.

組 織學 的所 見

細胞滲潤ハ血管ノ周圍ニ僅 ニ存在スルモ大部分崩壊減少シ,粘 液様組織ハ全ク消失シ,結 締織 ノ増殖ガ旺

盛デアル.

「ス ビロへー タ」所見

陰性.

第6實 驗例:家 兎番號471號.

17/X:黴 毒接種.

13/XI:睾 丸 大キサ2.3cm-2.0cm.硬 結著明.

組 織學 的所 見

上皮ハ大部破壞セラレ,ソ ノ下部ニ滲潤細胞ノ密集帶ガアル.滲 潤細胞ハ主 トシテ淋巴球,「 プラスマ」細

胞ニシテ,中 ニ多核白血球 ヲ混ジテヰル.所 々著 シク壞死 ニ傾ケル部分ガアル.ソ ノ下部ニハ廣イ粘液樣組
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黴毒家兎睾丸ニ對スル鼠咬症「スピロヘセタ」療法 ノ影響ニ就テ 2771

織ガ存在シ,ソ ノ中ニモ線状ニ滲潤細胞ガ侵入 シテヰル.血 管バ一般ニ充血 シ,時 ニ溢血ヲ示 シテヰル.

「スピロヘータ」所 見

至ル所ニ見ラレルガ就中滲潤ノ強イ部分ニ多イ.

13/XI:鼠 咬症「スピロへータ」接種.

第1囘 發熱:自18/XI至23/XI.弛 張 熱.最 高温度41.0℃.

24/X(發 熟後7日 目)

睾丸大キサ2.0cm-1.8cm.硬 結 ハ減少シ,乾 燥シ始ム.

組 織學的所 見

上皮下ノ結締織ハ滲潤著シク一部分壊死ニ陥ル.ソ ノ周圍 ヨリ分界性肉芽炎ガ増殖 シテヰル.粘 液様組織

ハ大イニ減少シ,「プラスマ」細胞 ノ瀰蔓性 ノ滲潤ガアル.猶 ホ下方ニハ結締織細胞 ノ増殖ガ著明ニ現レテヰ

ル.

「ス ピロへータ」所見

上皮下ノ滲潤部ニ極少數見ラレ,シ カモ多 クハ變形 シ,顆 粒状ヲ呈セルモノガ多イ.

27/XI:(發 熱後10日 目)

睾丸大キサ1.8cm-1.5cm.乾 燥著明.

1/XII:(發 熟後14日 目)

睾丸大キサ1.5cm-1.0cmト ナ リ,痂 皮ハ脱落 シ,ソ ノ部ガ潰瘍 トナリ,硬 結ハ殆 ドナイ.ソ ノ部乾燥シ

始ム.

組 織學 的所 見

滲潤大イニ減退 シ,只 血管 ノ周圍ニ於テノミ見ラレル.粘 液様組織ハ消失 シ,結 締織細胞 ノ増殖ガ著明デ

ア ル.

「ス ピロへータ」所 見

陰性.

4/XII:(發 熟後17日 目)

瘢痕治癒ス.

第7實 驗例:家 兎番號160號.

20/X:黴 毒接種.

13/XI:睾 丸大キサ2.0cm-2.3cm.硬 結著明.

組 織學的所見

上皮層ニハ一般ニ細胞滲潤ガ著明デ,疹 ノ中央部ニ於テハ壊死ニ陷 ツタ部分ガアル.ソ ノ下部ノ結締織モ

一部分壊死 トナ リ,ソ ノ部ニ所々溢血ガ見 ラレル.ソ ノ下方 ノ粘液樣組織ハ著 シク増殖 シ,細 胞 ノ滲潤モ亦

旺盛デアル.

「スピロへータ」所 見

無數ニ見 ラレ既 ニ弱擴大デ暗黒色 ノ集團部トシテ現レル.カ カル部分 ニハ盛ナ分裂像ガ發見セラレル.
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13/XI:鼠 咬症「スピロヘータ」接種.

第1囘 發熱:自17/XI至21/XI.最 高温度40.7℃.稽 留熱.

18/XI:(發 熱後2日 目)

睾丸2.5cm-2.3cmノ 大 キサ トナリ,硬 結増加ス.

22/XI:(發 熱後6日 目)

睾丸大キサ20cm-1.8cmト ナ リ,硬 結減少 シ,乾 燥シ始ム.

組 織學的所見

疹 ノ中央部ニ於テハ上皮及ビ皮下結締織共ニ細胞滲潤著 シク,其 ノ中ニ崩壞核多 ク,猶ホ所々ニ溢血ヲ認

ム.増 殖セル結締織細胞ハ索状 トナツテ粘液樣組織中ニ侵入シテヰル.

「ス ピロヘー タ」所 見

上部ノ細胞滲潤著 シキ部分ニ限局セルモソノ多クハ崩壞ニ傾ク.

1/XII:(發 熱後15日 目)

睾丸大キサ1.8cm-1.6cm.硬 結殆 ドナク,痂 皮ハ著シク乾燥ス.

組 織學 的所 見

細胞滲潤大イニ減少 シ,崩 壊核ガ多イ.粘 液樣組織ハ殆 ド發見サレナイ.新 生結締織細胞及ビ血管 ノ増殖

共 ニ著明デアル.

「ス ピロへー タ」所 見

大イニ減少 シ只上部 ノ細胞滲潤部ニ限局性ニソノ少數ヲ認メルガ,顆 粒状,絲 屑樣ニ變化 シテヰル.

7/XII:(發 熱後21日 目)

痂皮脱落シ潰瘍ヲ遺ス.

8/XII:(發 熱後22日 目)

潰瘍ハ乾燥ス.

組 織學 的所 見

細胞滲潤殆 ド減退 シ,只 上部ノ痂皮脱落部ニ少シクコレヲ認ム.

「ス ピロヘータ」所見

陰性.

第8實 驗例:家 兎番號273號.

20/XII:黴 毒接種.

20/I:睾 丸大キサ3.5cm-2.7cm.硬 結著明.

組 織學的所見

上皮下ニハ細胞滲潤ガ強ク,猶 ホソノ部ニハ血管増殖著シク且充盈 シテヰル.ソ ノ下部ハ結締織ガ一部壞

死ニ陷 リ,コ レヲ隔テテ分界性肉芽組織ガ増殖シテヰルノヲ見ル.粘 液樣組織 ノ増殖モ亦旺盛ニシテ,淋 巴

球,「 ブラスマ」細胞,「エオジン」嗜好性白血球ニヨリ瀰蔓性ニ滲潤サレ,血 管 ノ新生アリ.其 ノ中アルモノ

ハ出血ヲ來シテヰル.
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黴毒家兎睾丸ニ對スル鼠咬症「スピロへータ」療法 ノ影響ニ就テ 2773

「ス ピロヘー タ」所見

定型的ノモノヲ無數ニ見ル.

20/I:鼠 咬症「スピロヘータ」接種.

第1囘 發熱:自24/I至27/I.稽 留 熱.最 高温度41.5℃.

24/I:睾 丸大キサ3.5cm-3.5cm.

29/I:(發 熱後6日 目)

睾丸大キサ3.5cm-3.2cm.硬 結 稍々少ナクナリ乾燥開始.

組織學的所 見

細胞滲潤稍々減退セルモ,血 管ノ増殖旺盛.結 締織細胞 ノ増殖著 シ.粘 液様組織 ノ大部分ハ縮小シテ僅 ニ

分界炎竈ノ下部ニ證明セラレル.

「ス ピロへー タ」所 見

上部 ノ滲潤部ニ少數認メニレルガ,多 クハ變形シ,顆 粒状,絲 屑状 トナル.

4/II:(發 熱後10日 目)

睾丸大キサ2.30m-2.8cm.硬 結ハ大イニ減退シ,乾 燥著明デアル.

第2囘 發熱:自4/II至5/II.弛 張熱.最 高温度40.8℃.

5/II:(發 熱後11日 目)死 亡.

組 織學的所 見

上皮下結締織ニ於ケル滲潤細胞ハ崩壞著明ニシテ,特 ニ分界炎部 ニ崩壞核ガ多イ.結 締織細胞亦著 シク増

殖シ,粘 液様組織ノ發達弱ク,細 胞滲潤モ輕イ.

「スピロへータ」所見

分界性肉芽組織部ニ見 ラルルモ大部分ハ崩壞シ,顆 粒状,絲 屑様 トナル.

第9實 驗例:家 兎番號458號,

4/X:黴 毒接種.

31/X:睾 丸 大キサ2.5cm-2.2cm.硬 結稍 々著明.

組織學的所 見

上皮下ニ於ケル細胞滲潤ハ健康部 ヨリ疹 ノ中央 ニ行 クニ從ツテ次第ニ増加 シ,移 行部ニ於テ最著明デア

ル.上 皮ノ破壊セラレタ部分ニハ多數 ノ崩壞核ガ認メラレル.コ ノ部ノ血管ハ充盈 シ,細 胞滲潤ガ多イ.猶

ホ皮下結締織ハ粘液樣組織 ノ増殖旺盛ナルガ タメニ上方ニ壓排サレタカノ感ガアル.粘 液樣組織モ浸潤カ

ナリ強ク,主 トシテ淋巴球,「ブラスマ」細胞,「エオジン」嗜好性白血球 ヨリナル.

「ス ピロへータ」所 見

定型的ノモノヲ多數ニ見ル.

31/X:鼠 咬 症「スピロへータ」接種.

第1囘 發熱:自6/XI至7/XI.稽 留熱.最 高温度40.5℃.

7/XI:(發 熱後2日 目)
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睾丸大キサ25cm-2.6cm.硬 結 増加.

組 織學的所 見

上層ハ一部壞死 トナリ,其 ノ下部ニ分界性肉芽炎ヲ生ズ.ソ ノ部ニハ崩壞核ガ多イ.細 胞滲潤ハ特ニ著明

デ ア ル.

「スピロへー タ」所 見

分界炎 ノ崩壞核ガ多ク現レタ附近ニ限局性 ニ存在 シ,一 般ニ著 シク濃染 シ,一 部ハ珠數状,顆 粒状,絲 屑

様 トナル.

10/XI:(發 熱後5日 目)

睾丸大キサ2.3cm-20cm.硬 結ハ減退シ,乾 燥ヲ開始ス.

第2同 發熱:自11/XI至12/XI.稽 留熱.最 高温度41.2℃.

13/XI:(發 熱後8日 目)

睾 丸大キサ2.0cm-1.8cm.硬 結大 イニ減少 シ,乾 燥著明.

組 織學 的所見

上層ノ壞死部ハ將ニ分界炎ヨリ脱落セ ントシテヰル.細胞滲潤ハ一般ニ輕度 トナリ,粘液樣組織亦縮小シ,

ソノ代リニ結締織細胞ガ盛 ニ増殖シテヰル.

「ス ピロへー タ」所 見

大部分顆粒状 トナリ.ソ ノ間ニ濃染 シタ棒状 ノモノ,珠 數状ノモノガ散在 シテヰル.

19/XI:(發 熱後13日 目)

睾丸大キサ1.8cm-1.5cm.硬 結殆 ドナク,痂 皮ハ乾燥著明ニシテ將ニ脱落セ ントス.

組 織學 的所 見

滲潤殆 ドナクナリ,只 分界炎部ニ存スルノミニシテ,結 締織ノ増殖益々旺盛トナル.

「ス ピロへー タ」所 見

陰性.

20/XI:(發 熱後16日 目)

痂皮脱落シ,瘢 痕治癒ス.

第10實 驗 例:家 兎番號460號.

30/X:黴 毒接種.

20/XI:睾 丸大キサ2.0cm-1.8cm.硬 結稍々著明.

組 織學的所 見

上皮下ニ於ケル細胞滲潤ハ,疹 ノ中央 ニ於テ特ニ著明デ,上 皮ノ壊死セル部分ニ至ルト崩壊核ガ特ニ多イ

ソノ下部 ノ結締織モ一部壊死 ニ陷ル.粘 液様組織形成モ亦旺盛デアル.

「ス ピロへータ」所 見

至ル所 ニ無數ニ定型的ノモノガ見ラレル.

20/XI:鼠 咬 症「ス ピ ロへ ータ」接 種.
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第1囘 発 熱:自23/XI至25/XI.稽 留 熱.最 高 温 度41.5℃.

26/XI:(発 熱 後4日 目)

睾 丸大 キ サ2.2cm-2.0cm.硬 結 増 加 ス.

1/XII:(発 熱 後9日 目)

睾 丸1.8cm-1.5cm.硬 結 減退 シ.乾 燥 著 明.

組 織 學 的 所 見

上皮 下細 胞 滲 潤 大 イ ニ減 退 シ,粘 液 樣組 織 縮 小 シ,滲 潤 モ輕 ク ナ ル.結 締 織 形 成 細 胞 ノ増 殖 盛 トナ ル.

「ス ピ ロ ヘ ー タ 」所 見

分 界 性肉 芽 炎 ノ附 近 ニ稍 々 多 イ ガ,大 部 ハ變 形 シテ ヰ ル.

4/XII(發 熱 後14日 目)

痂 皮脱 落 ス.

6/XII(發 熱 後16日 目)

硬 結 ヲ殆 ド認 メ ズ.

組 織 學 的 所 見

滲潤 殆 ドナ ク,粘 液 樣 組 織 ヲ認 メ ズ.

「ス ピ ロ へ ー タ」所 見

上皮 下 ニ極 少數 ノ顆 粒 状,絲 屑 樣 ノモ ノ ヲ発 見 ス ル ノ ミデ ア ル.

第11實 驗例:家 兎 番 號399號.

18/X:黴 毒 接 種.

20/XI:睾 丸大 キサ2.8cm-2.5cm.硬 結 著 明.

組 織 學 的 所 見

上 皮及 ビ上 皮下 ニ ハ細 胞 滲 潤 著 明 ニ シテ,ソ ノ部 ニ血 管 ノ新 生 旺 盛 ナ ル ヲ見 ル.粘 液 標 組 織 ノ増 殖 亦 強 ク

且 コノ部 ニ於 ケル新 生 血 管 ニハ 滲 潤 ヲ認 ム.

「ス ピ ロ へ ー タ」所 見

至 ル所 ニ定 型 的 ノ「ス ピ ロ ヘ ータ」ヲ見 ル.

20/XI:鼠 咬 症「ス ピロ へ ー タ」接 種.

第1回 發 熱:自26/XI至28/XI.稽 留 熱.最 高 温 度41.4℃.

27/XI:(発 熱 後2日 目)

睾 丸大 キサ3.0cm-2.7cm.硬 結 増 加 ス.

第2回 発 熱: 2/XII.最 高 温 度40.8℃.

2/XII:(発 熱 後7日 目)

硬結 減少 シ,乾 燥 シ始 ム.睾 丸 大 キサ2.5cm-2.2cm.

組 織 學 的 所 見

上層 ハ細 胞 滲 潤 著 明 ニ シテ 一 部 壞 死 ニ陷 リ.ソ ノ部 ニ崩 壞 核 ガ 多 イ.粘 液 樣 組 織 ハ 滲 潤 大 イ ニ 減 ジ,結 締

23



2776 須 藤 五 一 郎

織細胞ノ増殖ガ旺盛デアル.

「ス ピロへータ」所見

上方滲潤部ニ極メテ少數存在シ,且 濃染 シ,或 ハ棍棒状 トナル.

4/XII:(發 熱後9日 目)

痂 皮脱落シ,潰 瘍 ヲ形成ス.

10/XII:(發 熱後15日 目)

潰瘍乾燥シ,ソ ノ周圍僅 ニ硬結ス.睾 丸大キサ2.0cm-1.5cm.

組 織學 的所 見

細胞滲潤大イニ減少シ.結締織細胞 ノ増殖旺盛 トナリ,粘 液樣組織ハ上方ニ壓排サ レテ ソノー部ヲ認メル

ノミ.

「ス ピロへータ」所 見

陰性.

第12實 驗 例:家 兎番號186號.

11/XI:黴 毒接種.

1/XII:睾 丸大キサ1.8cm-1.6cm.硬 結著明.

組織 學的所見

上皮下ノ細胞滲潤著明ニシテ,上 皮ノ破壞部ニハ崩壞核ガ多イ.粘 液樣組織 モ亦著シク増殖シ,ソ ノ部ノ

血管ニバカナリ多 クノ滲潤 ガアル.

「ス ピロへータ」所見

至ル所ニ無數ノ定型的「スピロへータ」ヲ見ル.

1/XII:鼠 咬症「スピロへータ」接種.

第1回 発熱:自13/XII至19/XII.稽 留 熱.最 高温度41.0℃.

13/XII:(發 熱後1日 目)

睾丸大キサ2.2cm-1.8cm.硬 結増加ス.

19/XII:(發 熱 後7日 目)

睾丸大キサ1.8cm-1.5cm.硬 結減退 シ,乾 燥著明.

組 織 學的所 見

上層バー部壊死 トナ リ滲潤カナリ多ク,猶 ホソノ中ニ多クノ崩壞核ガアル.血 管ハ充盈シ所々ニ溢血ヲ認

メル.粘 液樣組織ハ減少 シ,周 圍ヨリ結締織形成細胞ガ盛 ニ侵入 シテヰル.一 般ニ細胞滲潤ガ輕クナル.

「ス ピロへータ」所見

上層ノ細胞滲潤 多イ部ニ限局 シテヰルガ多クハ崩壊ニ傾イテヰル.

5/I:(發 熱 後20日 目)

痂 皮ハ脱落シ,ソ ノ部ガ潰瘍 トナル.

11/I:(發 熱後25日 目)
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潰瘍ハ全ク瘢痕治癒 ス.

組 織學 的所 見

粘液様組織ハナクナ リ,結締織中ニ僅 ニ滲潤 ヲ認メル.

「ス ピロへータ」所 見

陰性.

第13實 驗例:家 兎番號500號.

接種試験.

10/X黴 毒接 種.

31/X:睾 丸 大 キ サ2.5cm-2.0cm.

31/X:鼠 咬 症「ス ピ ロ へ ー タ」接 種.

第1回 発熱:自6/XI至8/XI.弛 張 熱.最 高 温 度40.5℃.

10/XI:(発 熱後5日 目)

睾丸 大 キサ2.5cm-2.0cm.

14/XI:(発 熱 後9日 目)

組織 的 檢 査 ニ ヨ リ「ス ピ ロ へ ー タ」ノ大 部 ガ絲 屑 状 ノ崩 壊 ヲ呈 シ タル ヲ認 メ.全 部 ノ硬 結 組織 ヲ別 出 シ,

 7羽 ノ家兎 睾 丸 ニ接 種觀 祭 シ タガ,接 種 後 約24時 間 ニ シテ接 種 部 位 ニ反 應 性 ノ発 赤 腫 脹 ヲ示 シタ ル ニ止 マ

リ.次 第 ニ硬 結 ノ発 生 ヲ起 サズ ニ終 ツ タ.

對 照 試 驗

「ス ピ ロヘ ー タ」無接 種 ノ場 合 ニ於 ケ ル硬 結 ノ発 達 及 ビ 自然 治 癒 ノ状 況 ヲ明 瞭 ナ ラ シ メ ン ガ タ メ,次 ノ2例

ニ就 キ第12實 驗 例 ト同 日 ニ黴 毒 接 種 ヲ試 ミ,自 然 ニ放 置 シタ.

第1對 照 試驗:家 兎 番 號185號.

11/XI:黴 毒 接 種.(第12實 驗 例 ト同 日ニ接 種)

1/XII:睾 丸 大 キサ2.0cm-1.lcm.

13/XII:睾 丸 大 キ サ2.5cm-2.3cm.

19/XII睾 丸 大 キサ2.5cm-3.0cm.(第12實 驗 例 ノ發熱 後7日 目 ニ相 當 ス.)

11/I:睾 丸大 キサ3.0cm-3.5cm.(第12實 驗 例 ノ治癒 時 ニ 相 當 ス.)

組 織 學 的 所 見

疹 ノ中央 部 ニ於 テ上 皮 ハ著 シイ 細 胞 滲潤 ノタ メー 部破 壞 サ レ,皮 下 結 締 織 モ 亦 滲 潤 ガ 著 明 デ 多 ク ノ崩 壞

核 ヲモ ツテ ヰ ル.粘 液 様 組 織 ニ ハ瀰 蔓 性 ノ細 胞 滲 潤 ガ ア リ.ソ ノ中 ノ血管 ニ モ カナ リ滲潤 ガ多 イ.滲 潤 細 胞

ハ主 トシテ多 核 白 血球.「 プ ラ ス マ」細 胞,「 エ オ ジ ン」嗜 好性 白 血球 デ アル .

「ス ピ ロ へ ー タ 」所 見

定型 的 ノモ ノガ 無数 ニ見 ラ レ ル.
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22/I:(黴 毒接種後72日 目)

睾丸大キサ3.5cm-3.0cm.

組 織 學 的所 見

上皮下結締織 ノー部壞死ニ陷 リ,ソ ノ下部ニ分界炎ヲ認 メル.粘 液標組織モ廣 ク増殖 シ,ソ ノ滲潤等殆 ド

前ト差ガナイ.

「ス ピロへータ」所 見

至ル所ニ見 ラレルモ,特 ニ上部ノ細胞滲潤帶及ビ粘液標組織中ノ血管周圍ニハ特ニ限局性ニ存在シテヰ

ル.

第2對 照試驗:家 兎番號148號

11/XI:黴 毒接種.(第12實 驗 例及ビ第1對 照試驗 ト同日ニ接種)

1/XII:睾 丸大キサ2.5cm-1.8cm.

13/XII:睾 丸大キサ2.7cm-2.3cm.硬 結 益々増加ス.

19/XII:睾 丸大キサ3.5cm-2.5cm.周 圍 ニ硬結増加ス.(第12實 驗例 ノ發熱後7日 目ニ相當ス.)

11/I:睾 丸大キサ3.0cm-4.0cm.(第12實 驗例 ノ治癒時ニ相當ス.)

組 織學的所 見

健康部 ト疹 ノ移行部ニ當 リ上皮乳頭 ノ凹凸漸次ニ減ジ,疹 ノ中央部ニ近ヅクニ從 ヒ層内ニ細胞滲潤アリ.

上皮細胞ハ消失 シ.中央 ニ於テハ壞死ニ陷 リ多クノ崩壞核ガ見ラレル.ソ ノ下部ニ染色不良 トナレル壞死組

織ガアル,特 ニ移行部ニ於テハ細胞滲潤及ビソノ崩壞核ノ著明ニ見 ラレル部分ガアル.下部 ノ粘液標組織ハ

鬆疎ニシテ,多 形性細胞 ト無構造 ノ粘液樣基質 ヨリ成 リ,ソ ノ中ニ主 トシテ「プラスマ」細胞,淋 巴球ノ滲潤

ガアル.尚 ホコノ部ニハ血管ノ新生著シク,ソ レニ沿フテ細胞滲潤ガカナリ多イ.移 行部ニ於テハー見淋巴

樣組織 ト思バレル限局性ノ滲潤ガアル.

「ス ビロへー タ」所 見

標本全體 ノ至ル所ニ定型的 ノ「スピロへータ」ヲ無數ニ見ル.

22/I=(黴 毒接種後72日 目)

睾 丸大キサ3.2cm-4.0cm.

組 織 學的所見

上皮ハ前標本ト殆 ド同樣 ニシテ,只 細胞滲潤稍々増加 シ,ソ ノ中ニ崩壞核ガ多イ.壊 死部モ稍々増大シ,

ソノ下部 ノ細胞滲潤帯ヲ隔テテ粘液樣組織ニ接スル.全 體 ノ所見ハ要スルニ11/Iノ 組 織像 ト大差ナク.タ

ダ所々結締織細胞ノ増殖セルヲ見ルノミデアル.

「ス ピロへータ」所 見

猶ホ多敷ニ定型的ノ「スピロへータ」ヲ発見スハレコトガ出來ル.

總 括

以上記述 シタ12例 ノ實 驗例 ノ成績 ヲ通覽 シ易 イヤウニ,コ コニ表示 シテ置 ク.
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第2表
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全體 ノ所見ヲ總括觀察 スルニ當 リ,臨 牀的方面 ト,病 理組織學 的方面 ニ分 ツテ述 べル事 ニス

ル.

1.臨 牀 的方面

私 ノ實驗 ニ供 シタ家兎黴毒睾丸硬 結 ハ前述 シタ樣 ニ,ソ ノ大 キサ2.0cm以 上 ノモノデ臨牀上

発展期 ニ入 ツテヰルモノ デアル ガ,黴 毒接種時 カ ラコノ大 キサニ達 スル マデハ,季 節 ニ ヨツテ

多少ノ差 ガアツタ.シ カ シ大抵21同 ヨ リ, 38日 ヲ要 シテ ヰル.シ カ シ鼠咬症 「ス ピロへータ」

ヲ接 種シテカラ以後 ノ經過 ハ大體 ニ於 テ似 テヰル.

即 チ,第2表,第3表 ニ示 ス様 ニ, 2例 ノ對照試驗 ノ如 ク,黴 毒接種後22日 目迄何 等 ノ處 置

ヲシナイデ,ソ ノ儘 放置 シテオ ク 卜, 睾 丸 ハ次 第 ニ大 卜ナ リ, 2.0-1.7cm又 ハ2.5-1.8cmノ

大 キサニ達 シ,黴 毒接 種後58日 目ニ至 ル ト,益 々腫大 シテ各 々3.0-3.5cm, 3.0-4.0cmノ 大

キサヲ 卜ルニ イタル.

第3表

對 照 試 驗

然ルニ,鼠 咬症 「ス ピロへ一タ」ヲ接種 シタモノハ普 通4-5日,稀 二10日 ノ潜伏期 テ經 テ發

熱 シ,發 熱後2-3日 間 ハ,依 然 睾丸 モ腫脹 肥大 シ,硬 結 モ周 圍,深 部雨方面 二向 ツテ増加 スル

ガ,發 熱後4-5日 後 カラ睾 丸 ハ縮 小 シ,次 イデ疹 ノ乾燥 テ來 タ シ
,早 イ場合 ニハ,例 ヘバ第

29



2782 須 藤 五 一 郎

2實 驗例 ノ様 ニ発熱後11日 デ痂皮脱落 シテ,治 癒 ニ赴 ク.最 モ逞 イモノデモ,発 熱後26日 位

デ多 クハ治癒 ニ就 イテヰル.即 チ,コ レヲ對照例 ニ比較 スル ト,兩 者 ノ間 ニ非常 ニ著 シイ差違

ガ見 出サ レル.

II.病 理 組織 學的方面

余 ノ實驗 ヲ開始5タ 頃 ノ黴 毒家兎睾 丸 ハ各例 ニ ヨツテ多少 ノ差 ハ免 レナ イガ,概 括 シテ觀察

スル 卜,共 通 セル所見 ハ,強 イ細胞 滲潤 ト旺盛 ナ粘液膿組織 ノ存在 デ アル.滲 潤細胞 ハ淋巴球

「ブラスマ」細胞 ヲ主 トシテ,コ レニ多核 白血球 「マク ロフアーグ ン」ヲ混 ジテヰル.今 コノ細胞

滲潤層 ヲ,疹 ノ周邊 カ ラソノ中心 ニ向 ツテ追求 シテ ュク ト,扁 平 ニ壓迫 サ レテヰル周邊 ノ上皮

下 ニアツテハ,表 面 ニ平行 ノ帯状 ヲナ シ,疹 ノ中央 ニ近 ヅクニ從 ヒ漸次 旺盛 卜ナ リ,堤 状 ヲ呈

シ,一 見淋巴組織 ニ類 スルノ觀 ヲ示 シ,シ カモ處 々ニ壊 死竈 ヲ混 ジテヰル.粘 液樣組織 ハ多ク

ハ細 胞滲潤層 ノ下 ノ廣大 ナ部分 ヲ占 メ,ソ ノ中 ニ種 々 ノ程度 ノ細 胞滲潤 ヲ認 メラ レル ガ,ソ ノ

強 サバ各例 ニヨツテ差 ガアル.

カ カル時 期 ノ「ス ピロへー タ」所見 ハ,一 般 ニ瀰蔓性 ニ ソノ多数 ヲ證明 シ得 ル ガ,表 層上皮下

デ細胞 滲潤 ガ壞 死 ニ傾 イテヰル所 ニハ殊 ニ豊富 デ アル.ソ ノ他 血管 ノ周 圍,粘 液樣組織中 ノ結

締織繊 維 ニ沿 ツテ無數 ニ見 ラ レル(寫 眞第1).

鼠咬 症「ス ピロへー タ」接 種後數 日 ノ間 ハ,一 般 ニ臨牀 上,硬 結 ガ腫大 スルノニ一致 シテ細胞

滲 潤,粘 液樣組織 彩成 モ増強 スル ガ,発 熱 スル ト幾許 モナク シテ「ス ピロへータ」ニハ著明ナ崩

壊 ガ見ラ レル.即 チ,始 メハ太 ク濃 ク染 リ,屈 曲 モ少 クナ リ,或 ハ棒状 卜ナ リ,ア ルモノハ處 々

膨 大 シテ念 珠状 ニナツテヰル ガ,次 イデ,顆 粒状 トナ リ,最 後 ニ染 ラナ イ絲屑 ノ樣 ニナ ツテ,

組 織的 ニハ全 ク證明 ガ出 來ナ クナル(寫 眞第2).

コ レ ト共 ニ,他 ノ病理 組織學 的所見 モ變化 シ,「 ス ピロへータ」ガ破壞 シ始 メル頃 ニハ,滲 潤

細胞 ニモ多 ク ノ核 崩壞 ガ見 ラ レ,粘 液樣組 織中 ニテ ハ,始 メハ細胞滲潤 ノ増加 ヲ來 タ スガ.コ

レモ次 第 ニ壊死 ニ陷 リ,結 締織 形成細胞 ノ増殖 ガコ レニ反 シテ漸 ヲ追 フテ著明 トナツテ行 キ,

「ス ピロへー タ」 ガ陰性 ニナル頃 ニハ,肉 芽樣組織 ハ纎維性物質 ニ變 ジナ ガラ,瘢 痕治癒 ニ向

フ.

コノ「ス ピロへータ」ガ陰性 ニナル ニ要 シタ 日數 ハ各例 ニ ヨツテ多少異 ナ リ,早 イモ ノデ發熱

後11日,遲 イモノデ發熱後26日 デ,發 熱後14-16日 デ陰性 ニナツタモノガ半數 以上 デ,對 照

ニ於 ケル檢 査 デハ,無 論 コノ頃 ニ於 テハ總 テ強陽性 ヲ呈 シテヰ タ.

結 論

コレヲ要 スル ニ私 ハ實驗的睾丸 黴毒 ヲ有 スル家 兎 ニ.鼠 咬症「ス ピロヘー タ」ヲ接種 スル コ 卜

ニ依 ツテ,ソ ノ治癒 機轉 ガ著 シク促 進スル事實 ヲ確定 シ,ソ ノ際 「ス ピロへー タパ リダ」ガ割合

ニ早期 ニ死減 スル コ トヲ證 明 スル コ 卜ガ出來 タ.
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コノ實驗 ノ結果 ニ立脚 シテ,人 類 ノ麻 痺性癡 呆腦髄 ノ「ス ピロヘー タ」モ「マ ラ リア」療法 ニ ヨ

ツテ略ボ同樣ナ運命 ヲ辿 ルモノデアラウ 卜言 フ推 察 ヲ下 シテモ,差 支ナ イデアラウ.

從 テ私 ハ嘗 テ 『「マラ リヤ」療法 ヲ經 タル麻痺性癡 呆腦髓 ノ變 化 ニ就 テ』 ト言 フ論文 ニ於 テ主

張 シタ所 ノ,「 マラ リア」療法 ハ「ス ピロヘータ」ヲ死滅 セ シムルモノデア ツテ,シ カ モソ レハ割

合ニ早期 ニ起 ル 卜言 ツタ,ソ ノ提言 ノ益 々眞 ナル ヲ思 フモノ デアル.

擱筆スルニ臨 ミ本研究ニ從事中終始御懇篤ナル御指導,御 鞭撻竝ニ御校閲ヲ賜ハリシ林教授ニ謹 ミテ

感謝 ノ意ヲ表 シ,併 セテ常ニ有益ナル御助言ヲ賜ツタ大熊助教授ニ謝意 ヲ表ス.(6. 4. 15.受 稿)

文 獻

1) Akatu, Nipponbiseibutugakkaizassbi. Nr. 15. 2) Balavan, Zentralbl. f. d. g. N. u. P. 1928. 

3) Brown and Pearce, J. of Exp. Med. Vol. XXXT. 4) Brutsch, Zeitsebr. f. d. g. N. u. P. 110, 1927. 

5) Dieterle, Arch. of N. and P. Vol. 18, 1927. 6) Forster, Munch. med. Wochenschr. 1925. 7) 

Freeman, J. of amer. assoc. 1927. 8) Gurewitsch, Zeitschr. f. d, g. N. u. P. 105, 1926. 9) Hattori, 

Fukuokaigakkai-Zasshi. 21. 10) Finger, Handbuch d Geschlechtskrankbeiten. Bd. 11. 11) 

Hauptmann, Monatschr. f. P. u. N. 1919. 12) Hoffinann, Deutsch. med. Wochensehr. 1912. 13) 

Ihara-Shigehiko, Shinkeigaku-Zasshi. 27. 14) Ishimaru, Adachi u. Shimoda, Hifuka-Kiyo. 3. 15) 

Kirschbaum, Arch. f. P. u. N. 73, 1925. 16) Jakob, Wien. klin. Wochenschr. 1928. 17) Labaczky, 

Arch. f. P. u. N. 80, 1927. 18) Miihlens u. Weygandt, Munch. med. Wochenschr. 29, 1920. 19) 

Nakamara, Arbeiten aus. d. neurolog. Institut d. Universita,t Wien. 1926. 20) Platte, Mulzer a. 

Neuburger, Munch. med. Woohensehr. Nr. 14, 1922. 21) Steiner u. Steinfeld, Klin. Wochenschr. 42, 

1925. 22) Straussler u. Koskinas, Wien. med. Woohenschr. 1923. 23) Dieselbe, Zeitsehr. f. d. g. 

N. u. P. 97, 1925. 24) Takagi-Ituzna, Nippon-Ijishinpo. Nr. 351, 355, 356. 25) Watanabe, Hifuka

Kiyo. 9. 26) Weichbrodt u. Jahnel, Deutsch. med. Wochenschr. Nr. 18, 1919. 27) Wilson, Bruin. 

51, 1928.

31



2784

616. 6: 611: 80

Kurze Inhaltsangabe.

Uber den Einfluss der Rattenbissspirochaetenbehandelung

 auf die Hodensyphilis des Kaninchens.

Von

Goitiro Sudo.

Aus der psyckiatrischen Klinik der Medizinischen Universitat Okayama
(Vorstand: Prof. Dr. M. Hayashi.)
Eingegangen am 15. April 1931.

12 Kaninchen mit typischer Hodensyphilis wurden mit Rattenbisspirochaeten 

behandelt. Am vierten oder funflen Tage nach der Impfung setzt das Fieber ein, einige 

Tage nachher fangt der Hoden an zu verkleinern, was anatomisch dem Zurucktreten des 

pathologischen Prozesses entspricht. Der gesamte Verlauf d. h. vom Fieberanstieg bis 
zu volliger Heilung dauert 11 bis 26 Tage. Tm Vergleich mit den Kontrollversuchen 

zeigt das Ergebnis eine bedeutende Verkiirzung des gesamten Verlaufes.

Bald nach dem Fieberanstieg bieten die Spirochaeten verschiedene Zerfallserschein

ungen. Zunachst werden sie dicker and silbergieriger, dann windungsarm, stabchen

formig and rosenkranzformig. Schliesslich zerfallen sie in korniger Masse. Nach der 

Fiebertherapie von 11 bis 26 tatigem Dauer lassen sich die Spirochaeten nicht mehr im 

Hodengewebe nachweisen.

So scheint der Analogieschluss berechtigt, dass der Erfolg der Malariatherapie fur 

die Paralyse auf den ahnlichen Zerstorungsvorgangen der Syphilisspirochaeten beruhe.
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須 藤 論 文 附 圖

第1圖

鼠咬 症「ス ピ ロへ ー タ」接 種 前 ニ於 ケルSpirochmeta 

pallidaノ 状 態7×90Ausz43.

第2圖

鼠 咬 症 「ス ピ ロヘ ー タ」接 種後 熱 発7日 目ニ於 ケル

Spirochaela pallidaノ 状態7×90Ausz43.


